審査運営マニュアル
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１　準備

　以下に審査の運営責任者（以下、責任者）が審査を開催するにあたり行う作業を提示します。

　基本的には人（審査官・号令係・受審者）、物（会場・帯・賞状・板）、金（審査費用・報酬）の管理を行う事です。

1-1　日程・開催場所の決定

　審査の日程と開催場所は、統括本部長と審査部長によって決定されますので、それに従って運営を行います。

　通例は以下の通りです。

	開催場所
	審査内容
	開催月
	曜日

	岐阜
	昇級・昇段
	３月・９月
	日曜

	岐阜
	昇級
	３月・６月・９月・１２月
	岐阜・愛知の審査の前の週の水曜

	愛知
	昇級
	６月・１２月
	日曜

	三重（四日市）
	昇級
	３月・９月
	土曜

	三重（津）
	昇級
	６月・１２月
	土曜


※岐阜の水曜日に行われる審査は、岐阜、愛知で日曜に審査を受けれない方に対しての予備日です。

　審査受審者全員が日曜に受けることが出来る場合は開催されません。

1-2　審査官の依頼

　審査日が決まったら、次は審査官を依頼します。審査官は審査部長が統括本部長に推薦を行い、承認を取ることで審査部長より任命されます。

　審査官の資格がある者は以下の通りです。

	氏名
	エリア
	氏名
	エリア
	氏名
	エリア

	岸玄二
	岐阜
	貴志英司
	愛知
	
	

	長屋千亜紀
	岐阜
	北瀬健二
	愛知
	
	

	鈴木昌征
	岐阜
	神吉康一
	三重
	
	

	清水智彰
	愛知
	亀井隆典
	三重
	
	


　審査官は開催するエリアの者に依頼することが好ましい。審査官が集まらない場合は他のエリアから補充すること。依頼方法についてはメールなど、方法は問いません。

　昇段審査については極力４段以上が審査することが好ましい。どうしても都合がつかない場合は副師範以下で段位の最も高い者に依頼すること。

　審査官が１名以上集まれば審査を開催できるものとします。審査受審者の人数と会場の広さに応じて審査官の人数を決めること。

例１：受審者が10名ほどの場合→審査官１名。

例２：受審者が30名ほどで、会場が狭い場合→審査官１～２名。

例３：受審査が70名ほどで、会場に余裕がある場合→審査官３～４名で帯ごとに場所を分けて行う。


1-3　エントリーフォームの開設

　日程と会場、審査官が決定した段階で、責任者はエントリーフォームを開設します。

　

　開設後、各URLを各道場長にメールにて配布します。

　登録の締め切りは黄帯以上は１か月前、白帯のみ１週間前とすること。


　

　以下、開設後に基本情報を修正したい場合のURLです。


1-4　審査費用の徴収依頼

　審査費用は以下の通りです。

□昇級審査

	審査時の帯の色
	白
	黄
	緑
	青

	審査費用
	5000円
	5000円
	7000円
	7000円


※平日の予備日を希望される場合で、その月の開催場所が岐阜以外の場合は＋5000円徴収すること。

例１：愛知で開催される審査を受けれないため、岐阜の予備日を希望する場合→＋5000円

例２：岐阜で開催される審査を受けれないため、岐阜の予備日を希望する場合→＋０円


□昇段審査

	審査時の段位
	赤帯
	１段
	２段

	審査費用
	35000円
	40000円
	45000円


※協会の会則に規定されています。会則を確認すること。

　責任者はメールにて各道場長・師範代へ受審者からの審査費用の徴集・提出を依頼します。依頼方法はメールなど、方法は問いません。

　徴集された審査費用の提出方法は以下の通りです。


　振込の期日は運営しやすいように設定してください。（通例ですと審査日の３日前ほど）

　責任者は最後に審査費用の確認を通帳にて行います。

1-5　採点表の作成

　エントリー締切後に、責任者は当日の採点表を作成します。

　エントリーサイトのデータをコピー＆ペーストでエクセルデータに落とし込み、そのデータから採点表を作成します。　※採点表のフォーマットについては別途WEB資料有り。
　出来上がった採点表は、印刷して審査当日に審査官に配布します。審査官はこの採点表を元に運営、採点していきます。運営がやりやすいように、進行に合わせてグループ分けを行ったり、帯別に色を変えて見やすくしたり工夫すること。

　またマッソギの審査がある場合は、予めマッソギの段取りを作っておくことが好ましい。現場で即興で出来るならば問題ありませんが、難しいです。
1-6　号令係の依頼

　責任者は審査当日の号令係を確保する必要があります。確保できなかった場合は、審査官が号令係りを兼任します。

　号令係は有段者に依頼します。依頼方法はメールなど、方法は問いません。

　号令の手順については別紙『審査号令係マニュアル』を参照すること。

1-7　帯・賞状・板の手配

　審査に使う板と、審査結果となる帯と賞状の手配は総務部が行います。

　責任者はエントリーフォームのエントリー締切後（審査日から１か月前）に、フォームのURLを総務部に伝え、板・帯・賞状の手配を依頼します。

　受け取った総務部担当が手配を行います。

　板については必ず審査前に受け取る必要があります。
　帯と賞状については、各道場長への発送までを総務部が担当します。ただし審査日より前に帯と賞状が出来上がった場合は、責任者が審査当日に各道場長へ配布します。審査日より前に帯と賞状が出来上がる方が、総務部の発送の負担が減りますので、そちらが好ましいです。そのためにエントリーの締め切りを厳守させる必要があります。

　板などの総務部からの受け取りについては、直接手渡しでも発送でも構いません。好ましい手段で総務部に依頼してください。

　また昇段審査がある場合はURLを協会事務局に必ず伝えること。
　昇段審査の場合は、段証のみは協会事務局が発行の担当となります。こちらも各道場長への発送まで協会事務局が担当します。当日各道場長へ配布出来ることが好ましいです。

２　審査当日

　以下に審査当日の流れを説明します。

2-1　持ち物

　当日の持ち物は以下の通りです。

・採点表（印刷したもの）→審査官の人数分

・試割用の板

・帯と賞状が出来上がっている場合は、帯と賞状

2-2　集金

　当日の集金はありません。イレギュラーな場合のみ審査当日に現金にて受け取りますが、原則として好ましくありません。

　なお、急な用事などで審査を受けれなくなった場合は、経理部に提出済みの審査費用は返金対応はしないものとします。

　受け取った審査費用は次回の審査に持ち越します。その旨を道場長に伝えます。

2-3　審査

　以下のように進行します。

１）整列

　審査受審者を帯順に整列させます。

２）礼

　審査官に礼を行います。

３）審査での注意点の説明

　私語・談笑の禁止（特に審査終了時の安堵感があるとき）、後ろでの待機中は壁にもたれずに座ること。など。

４）審査

　基本的に下の帯から順に帯ごとに審査を進めていきます。

　一つの帯の色の審査が終わるたびに『○帯でまだ審査を受けていない人いますか？』と漏れが無いように確認すること。

　進行手順は以下の通りです。

①　トゥル

②　約束組手

③　基本蹴り

④　護身術

⑤　質疑応答・柔軟　※昇段審査の質疑応答は８）を参照。

⑥　マッソギ

⑦　試割

　緑帯以上は、⑤が終わった時点で防具を付けます。マッソギは帯ごとではなく対象者全員にて行います。

　試割は審査しやすい順番で進行します。


５）礼

　全員の審査が終了後に、整列して審査官に礼を行います。

６）総評

　審査終了後に総評を述べます。

７）板の配布

　試割で板が割れていない方は、各道場にて再審査が確実にありますので、その場で必要な板の枚数を配布すること。

８）昇段審査の質疑応答

　昇段審査の質疑応答の内容は、根本的、本質的な質問を投げかけ、受審者に考える機会を与えること。以下に質問例を掲載します。

・あなたにとってテコンドーは何ですか？

・テコンドーを通して成長できたことは何ですか？

・指導する立場にとって大切なことは何ですか？

・国際試合で日本選手が勝つためにはどうしたら良いですか？

・有段者とはどうあるべきですか？

・あなたはなぜテコンドーをしていますか？

・あなたにとって道場とは何ですか？

・今後自分自身が成長するには何が必要ですか？

2-4　採点

　採点基準は別紙『昇級審査の採点基準』を熟読すること。

　なお、『昇級審査の採点基準』は技術部が管理をします。
2-5　注意点

　以下に審査中の注意点を記載します。

・審査では緊張感が必要です。受審者はもちろんですが、指導員同士も私語・談笑は厳禁

　です。審査前に指導員にも注意喚起をすること。

・岡崎市の圓福寺にて審査を行う場合はお礼としてお布施（１万円）を封筒に入れて住職

　にお渡しすること。

３　審査後

以下に審査後の流れを説明します。
3-1　フィードバック

　責任者は、当日の採点表を集計し、エクセルデータの採点表にまとめます。

　まとめる際は、各審査官の採点で、低い方を採用して入力します。備考に記入してあることは、そのまま入力します。（複数可）

　まとめた採点表を各道場長へメールにて配布します。

3-2　審査官報酬などのお金の処理　

　審査会場にて受け取った審査費用を経理部に提出します。

　この時点で審査費用の経理部への入金は終了です。

　以下、報酬の受け取りについてです。

　審査官と責任者には、経理部より報酬が支払われます。

　審査が終了した時点で、誰が何の役割で、金額がいくらになるのかを経理部に報告すること。

　金額は以下の通りです。

	役割
	報酬金額

	審査官（県内から）
	5000円

	審査官（県外から）
	10000円

	責任者
	審査人数×200円（最低5000円）


※予備日については責任者報酬は岐阜・愛知の日曜開催との合算で計算すること。

例）岐阜の予備日で10名、岐阜の日曜開催で50名の参加があった場合。

○　→　審査人数60名×200円＝12000円が責任者報酬

×　→　予備日審査人数10名で5000円（最低額）＋日曜審査人数50名×200円＝15000円

　報酬は経理部より銀行振込にて支払われます。

４　その他

　以下にその他の事例について説明します。

4-1　特例により帯と賞状の発給のみを依頼する場合

　これは特別な理由があり、本マニュアルのシステムが適用できない場合に、審査をする権限を譲渡された者が、現場にて審査を行った場合に、帯と賞状を総務部から発給してもらう必要があります。（基本的に遠方地域がこれに該当します。）

　その審査官は、『審査備品申請フォーム』を利用して総務部に帯と賞状の発給を依頼すること。その際の審査費用も審査官から直接経理部に提出されます。

4-2　受審者が身体的ハンデや怪我をしている場合の対応

　生まれつき心臓などにハンデがある方や、職業柄手に怪我をするわけにはいかない場合など、審査を運営する上で人それぞれ様々なケースがあります。

　その対応の基本原則は以下の通りです。


例1）心臓などにハンデがある

例2）腕が無い

例3）知的障害がある

例4）職業柄手を怪我できないため手技での試割りを辞退したい

　上記の案内を各道場長に伝達します。

　上がってくるケースは多岐に渡りますのでその都度の判断が必要になります。

　最も優先されることは受審者の健康、安全です。心臓などにハンデがある場合はその点を配慮して審査を運営すること。具体的には過度な負荷は避け、休憩を長めに入れたり組手のラウンド数、時間を減らして対応すること。

　また腕が生まれつき無い方へは無い部分については良しとし、見れる部分のみで審査するなどの配慮が妥当です。

　知的障害については審査を受ける、受けないは道場長の判断となります。ただし知的障害があることで審査の進行に影響があると考えられる場合は、事前に道場長に審査申し込み時に運営側に伝達するよう促すこと。

　職業柄、手を怪我できない場合は試割りは辞退していただき、足技と飛び技のみの審査となります。この場合は手技の評価は０点となります。その点にご了承いただくことになります。　

制定　2018年6月15日

改定　2018年7月20日

改定　2018年11月20日

改定　2019年1月5日

改定　2019年5月1日

改定　2021年1月5日

改定　2021年4月20日

改定　2023年2月4日

	主な改定履歴

	2019年1月5日
	・予備日審査についての報酬の記載を追加。

・経理部の新設に伴い、総務部から経理部に変更。

	2019年5月1日
	・全体改定。

	2021年1月5日
	・1-2審査官の依頼　昇段審査の審査官についての記述を追加。

・1-4審査費用の徴収依頼　徴収方法を現金手渡し削除、通帳振込に変更。

・1-7帯・賞状・板の手配　昇段審査がある場合は協会事務局にエントリーのURL

　を送ることを追加。

・2-2集金　当日の現金受取を削除。

・2-5注意点　圓福寺にて審査をする場合の注意点を追記。

	2021年4月20日
	・昇段審査の質疑応答を追加。

	2023年2月4日
	・4-2　受審者が身体的ハンデや怪我をしている場合の対応　を追加。

	
	


【協会の審査資格規定】


　日本ITFテコンドー協会が規定する審査資格は以下の通りです。





副師範（３段以上）→昇級審査を行うことが出来る。


　師範（４段）　　→昇級と１段までの昇段審査を行うことが出来る。


　師範（５段）　　→昇級と２段までの昇段審査を行うことが出来る。


　師範（６段）　　→昇級と３段までの昇段審査を行うことが出来る。


　師賢（７段）　　→昇級と５段までの昇段審査を行うことが出来る。


　師賢（８段）　　→昇級と６段までの昇段審査を行うことが出来る。





※７段以上の審査は国際テコンドー連盟の技術委員の元で審査が行われます。





　中部エリアでは中部の最高段位者の審査資格を前述の審査官に委託して審査を行います。よって、副師範未満の者でも審査を行うことがあります。





昇級審査：� HYPERLINK "http://gifu.itf-japan.net/gradetest/mkdir.php" �http://gifu.itf-japan.net/gradetest/mkdir.php�


昇段審査：http://gifu.itf-japan.net/degreetest/mkdir.php





　これは審査会場で各道場長に帯と賞状を渡すためには、準備期間として１か月が必要（担当：総務部）となるため、登録締め切りは１カ月前としています。


　ただし、白帯については課題が少ないため、道場長としては直前まで様子を見たいという要望があるため、白帯のみ１週間前としています。


　この場合、白帯の帯と賞状は在庫を大量に持つことで対応しています。








昇級審査：� HYPERLINK "http://gifu.itf-japan.net/gradetest/eventlist.php" �http://gifu.itf-japan.net/gradetest/eventlist.php�


昇段審査：http://gifu.itf-japan.net/degreetest/eventlist.php





　上記の措置は、愛知開催の場合でも岐阜の予備日が同じ金額だと、岐阜の会員が皆、岐阜で受けることになり、愛知の審査が盛り上がらないことになります。


　交通費と手間分を考慮して＋5000円として案内しています。





道場単位で中部テコンドー連盟の通帳に振り込むこと。





※当日駐車場の都合や、用事がある場合など、自分の審査が終わった段階で帰る必要のある方　


　には、審査中に退出して良いタイミングで案内すること。





審査申込時に審査運営側に配慮してほしい部分がある場合は、


エントリーサイトの備考欄にその旨を記載していただくこと。








